
internship@sneeds-b-kansai.jp

インターンシップ　カリキュラム・制度設計編

13：00～

14：00～

14：30～

インターンシップカリキュラムの考え方

意見交換ワークショップ

気づき　まとめワーク

※自大学のインターンシップカリキュラム（科目）に関する資料があればお持ちください。

平成27年度文部科学省　大学教育再生加速プログラム（インターンシップ等を通じた教育強化）
「地域インターンシップの体制整備を通じたキャリア教育の充実」

専門人材養成研修

プログラム

対象 ・大学：各学部カリキュラム担当教員、教務担当職員、インターンシップ担当者・責任者
・インターンシップ支援団体、受入団体、受入企業等で大学のインターンシップカリキュラムに関心をお持ちの方　等

11/13（金）
27

第３回

13:00　15:00

Ｃ３

大阪労働協会

インターンシップを大学の教育課程に組み込むことが推奨されている一方、 
（大学教育とは無関係の） 「就活」の一環として参加・実施する学生・企業も
多い中、大学としてはどのようにカリキュラムとして位置付けていくべき
でしょうか？ 
大学教育においてインターンシップはどんな意味があるのか？大学と
して十分な体制を整備するにはどんな要素が必要なのか？中長期
実践型プログラムをカリキュラム化するにはどんな単位・制度が必
要か？・・・などについて検討します。
※専門人材の役割は、インターンシップに関係する企業、学生、大学の三者のニーズをすり合わ
せ、インターンシップを実施するための関係性を構築し、インターンシッププログラムを開発・運
用・評価すること。そのために、企業、学生、大学のそれぞれに対する複合的なコーディネート能力
が必要とされます。

大学として望ましい
インターンシップのカリキュラ
ム・制度設計の考え方とは？
平成27年度



 

第３回以降のご案内 

 

 

 

 

 

 

  日 程    内 容  対 象 

第 3 回 

11 月 13 日（金） 

13：00～15：00 

「カリキュラム」 

インターンシップに関するカリキュラ

ム・制度設計のあり方検討 

・大学インターンシップ担当者 

・カリキュラム担当者 等 

第 4回 

12 月中旬（予定） 

「開発期」 

企業開拓から(実践型)インターンシッ

プの提案・プログラム設計、学生向け

広報の作り方まで 

・大学インターンシップ担当者 

・インターンシップ支援団体担当者等 

・インターンシップ受入団体担当者等 

・（企業担当者） 

 

 

 

                               

 

                          事務局 

                          TEL：（072）240-7071 

                         FAX：（072）240-7081 

                         Mail:internship@sneeds-b-kansai.jp 

                        参加ご希望の方は、件名を「専門人材養成研修 

                        参加希望」として、氏名、所属先、連絡先を記載 

                         の上、FAX もしくはメールにて、お申込下さい。 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

申込み先・お問い合わせ 

開発期 

カリキュラム・制度設計 

④ 運用期 評価期 ① ② 

③ 


